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医中誌Web バージョンアップ
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INFOSTA OUG ライフサイエンス分科会



本日の発表内容
1.はじめに
2.医中誌Webへの「ゆるふわ検索」採用について
（医学中央雑誌刊行会 豊島 一平太 氏）

3. 「ゆるふわ検索」検証結果
（OUGライフサイエンス分科会より）

4. 「ゆるふわ検索」について解説
（株式会社エムエムツインズ 田邊 稔 氏）

5.まとめ



日本オンライン情報検索ユーザー会 Online Users Group(OUG)

OUG ライフサイエンス分科会
https://www.infosta.or.jp/research/oug-life/

• 医薬分野から広くライフサイエンス全般を対象に検索演習、勉強会、見学会等を開催
• 開催日：毎月第3木曜午後、年間９回程度開催
• 開催場所：現在はWeb（以前は日本図書館協会会議室（茅場町））
• 本会はメンバー全員によるグループ（輪番）制で会の企画・運営を行っております。
• OUG入会手続きは入会申込（OUG/SIG)のページをご覧ください。

OUG会員の方で初めてライフサイエンス分科会に出席される場合は、予め事務局経由
にて主査までご連絡ください。

• OUG非会員はビジターとして参加も可能です。（参加費：2000円）



医中誌Webとは
国内発行の医学・歯学・薬学・看護学及び関連分野の定期刊行物、
のべ約7,500誌から収録した国内医学論文情報の検索－「論文検索」を中心としたイン
ターネット検索サービス

2022/04/27に大型アップデートを実施し、「日本語によるPubMed検索」とともに
「ゆるふわ検索」を提供

月2回更新（毎月1日 16日）
検索可能文献数は 1946年以降収載の
14,966,185件（2022/07/1 現在）



ゆるふわ検索
機械学習型エンジンを利用した新しい検索手法として試験的に導入
検索ボックスに入力されたテキストを分析し、類似度が高い順に結果を提示する
類似度はTF-IDFによる文章の特徴ベクトルから算出
今後も引き続き精度の向上などを目指していく

今後もメインの検索手法は、シソーラスを用いた検索
高い精度の検索や、明確な検索のテーマがある場合は
「論文検索機能」を推奨

使用シーンの想定
文献検索や医学用語に不慣れな方（医療従事者ではない方）
発見的検索が目的の方

ゆるふわ検索で見つけた文献に索引されているキーワードから「論文検索機能」で再検索することで
適切な検索キーワードが思いつかない場合でもシソーラスを用いた検索への導線となる



ゆるふわ検索 検索画面



ゆるふわ検索 検索結果画面



【目標】 「ゆるふわ検索」を使いこなす

• データベース検索はコツを掴むことでより有用な調査が可能
そのためには、データベースの機能や中身を知る必要がある

• 今後の有効活用や利用者説明に役立てる

 検証の目的 「ゆるふわ検索」の特徴を探る
• 新機能「ゆるふわ検索」に複数パターンのテキストを用いて検索・検証する



検証内容
検証に使用したテキストについて



検証に使用した検索文字列（テキスト）
①医療用医薬品の添付文書とくすりのしおり

② テキスト事例３パターン（リーダビリティ研究より）

③ クリティカルパス（患者さん向け）



①医療用医薬品の添付文書とくすりのしおり
• 医療用医薬品の添付文書：
医療関係者向けに専門用語も多用して書かれた医薬品の使い方や注
意事項の説明文書

• くすりのしおり：
添付文書のうち特に大切な注意事項や副作用について書かれた患者向
け文書で高校生の読解力で理解できるレベルを基準に作成されている

オロパタジン 及び ヒドロキシクロロキン を例に検証実施
添付文書は全テキストではなく、くすりのしおりに相当する部分（成分名
や使用上の注意などの項目）のみを使用



①添付文書とくすりのしおり（抜粋）



②テキスト事例（リーダビリティ研究より）

酒井由紀子. 健康医学情報の伝達におけるリーダビリティ. 樹村房, 2018, 242p.より p.164 IV-1図 実証実験オリジナルテキスト
出典：慶応義塾大学医学部耳鼻咽喉科学教室. 慢性化膿性中耳炎＊. KOMPAS慶応義塾大学病院医療・健康情報サイト．2009-02-01.
（accessed 2009-02-01） ＊サイト更新により、このテキストは現在掲載されていない。



②テキスト事例（リーダビリティ研究より）
●オリジナルテキスト
慢性化膿性中耳炎
中耳は鼓室と乳突洞・乳突蜂巣からなる骨の中の空洞で、耳管という管を介して鼻腔と交通しています。
風邪や蓄膿症と呼ばれる副鼻腔炎などによって鼻腔から耳管に細菌が進入し、中耳で化膿性の炎症が生じます。

●改変A （かな混じりに）
慢性化膿性中耳炎（まんせい かのうせい ちゅうじえん）
中耳は鼓室（こしつ）と乳突洞（にゅうとつどう）・乳突蜂巣（にゅうとつほうそう）からなる骨の中の空洞で、耳管
（じかん）という管を介して鼻腔（びくう）と交通しています。
風邪や蓄膿症（ちくのうしょう）と呼ばれる副鼻腔炎（ふくびくうえん）などによって鼻腔から耳管に細菌が進入し、
中耳で化膿性（かのうせい）の炎症が生じます。

●改変B （順序や表現変更）
慢性化膿性中耳炎
慢性化膿性中耳炎とは、耳の奥にある中耳の骨の空洞にばい菌が住み着いて、炎症が慢性化し、鼓膜に穴があい
た中耳炎のことです。
中耳炎は、風邪や蓄膿症と呼ばれる副鼻腔炎などによって、鼻の奥のばい菌が耳管という管を通じて中耳に入り、炎
症がおこった状態です。

酒井由紀子. 健康医学情報の伝達におけるリーダビリティ. 樹村房, 2018, 242p.より
p.166 IV-2図 3種の実験テキストの冒頭部分



③クリティカルパス（患者さん向け）
• 医療の工程表 今回使用したのは入院患者向けの説明文書

静岡県立がんセンター.クリティカルパスについて. ○食道外科＞食道切除術を受けられる方用クリティカルパス
https://www.scchr.jp/admission/wp-content/uploads/sites/3/2015/06/shokudougeka001.pdf（2022.6.6参照）

患者ID 氏名 様 発行日：
当日術後 術後1日目 2日目 3日目 ４日目 5日目 6日目 7～10日目 11
日目～退院
1月14日 1月15日 1月16日 1月17日 1月18日 1月19日 1月20日 ～ 1
月24日 ～
目標 □予定通りに手術室に行くことができる
□むせることなく食事を摂取できる
□指導のもと腸の管より栄養または白湯を自己注入することができる
□退院後の生活の注意点が理解できる
点滴
足のマッサージ（静脈血栓予防）
尿の管
胸の管
首の管
鼻の管 鼻の管を抜きます
痛み止めの入った背中の管
心電図
酸素
傷のホッチキスを抜きます

採血・レントゲン
医師の指示により、血糖を適宜測定します
体重を毎朝測定します
飲み込みの検査があります
検温 1～2時間毎に検温します 2時間毎に検温します
食事 禁飲食
朝の飲み込みの検査後、医師の判断により食事が開始になります
栄養
活動 床ずれと肺炎予防のため看護師が2時間毎に身体の向きを変えます
1月13日
問題がなければはずします
□手術の目的、全身麻酔後の経過が分かる
□不安を医療者に伝えることができる
□呼吸訓練ができる
□医師・看護師の介助のもと歩くことができる
・・・・
・・・・・・・



結果の重複状況
①同じ医薬品について書かれた添付文書とくすりのしおり、
②テキスト事例３パターン
以上について、検索結果の重複を確認した。



検索結果の重複状況
① オロパタジン（A）では添付文書とくすりのしおりで重複が1件あったが、
ヒドロキシクロロキン（B）は0件だった

② テキスト事例では一定の重複があった

内容的には似ているが記載が異なると
検索結果も異なるものと思われた 137
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論文の種類について
医中誌Webで付与されている「論文種類」のうち、
研究デザイン（比較した臨床試験など）とそれ以外の論文タイプを確認した。



論文の種類別の割合 「比較した臨床試験」の内容

ランダム化比較試験
原著論文/ランダム化比較試験
原著論文/ランダム化比較試験/特集

準ランダム化比較試験
原著論文/準ランダム化比較試験

比較研究
原著論文/比較研究
原著論文/比較研究/特集
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テキストマイニングによる検証
（ワードクラウド）
検索に用いたテキストと、検索結果で得られた論文のタイトルについて
テキストマイニングによるワードクラウド結果から特徴的なものを提示する。
（ユーザーローカル社によるＡＩテキストマイニングを使用

https://textmining.userlocal.jp/ 2022.6.7参照）

https://textmining.userlocal.jp/


①添付文書 A

「添付文書」 「ゆるふわ検索」の論文タイトル
スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示しています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色
が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表しています。



②テキスト事例 オリジナルテキスト

「オリジナルテキスト」

スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示しています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色
が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表しています。

「ゆるふわ検索」の論文タイトル



③クリティカルパス

スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示しています。 単語の色は品詞の種類で異なっており、青色
が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表しています。

「クリティカルパス」 「ゆるふわ検索」の論文タイトル



検索結果の例
類似度順に表示された結果150件のうち、
上位と下位2件ずつを例として提示



添付文書A 1件目



添付文書A 2件目



添付文書A 149件目



添付文書A 150件目



検証結果まとめ
•重複結果から内容的には似ていても記載が異なると検索結果
も異なるものと思われた

•論文タイプは①添付文書と②テキスト事例には論文が多く、①く
すりのしおりと③クリティカルパスでは解説や総説が多かったことか
ら、漢字や熟語が多い場合に論文がヒットしやすいと思われた

•①添付文書では論文の中でも「比較した臨床試験」の論文が
多かった

•検索結果の上位には想定されるものがあったが、検索結果全
体を見ると入力した文字列から想定しづらいものも含まれていた



質疑応答 と まとめ
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